
(57)【要約】

【課題】蝸牛らせん管内等にスムーズに挿入することが

できて、蝸牛らせん管の深部等を観察することができる

内視鏡の挿入部を提供すること。

【解決手段】可撓性挿入部１を通した時に可撓性挿入部

１の先側半部を突き出させることができる長さの案内チ

ューブ１８に湾曲形状の曲がり癖を付与し、可撓性挿入

部１を案内チューブ１８の手元側端部１８ａ側から案内

チューブ１８内に押し込み操作することにより、可撓性

挿入部１の先側半部が案内チューブ１８の曲がり癖のカ

ーブに沿って案内チューブ１８の先端１８ｂから突出す

るようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 性 挿 入 部 を 通 し た 時 に 上 記 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 を 突 き 出 さ せ る こ と が で き る 長 さ
の 案 内 チ ュ ー ブ に 湾 曲 形 状 の 曲 が り 癖 を 付 与 し 、 上 記 可 撓 性 挿 入 部 を 上 記 案 内 チ ュ ー ブ の
手 元 側 端 部 側 か ら 上 記 案 内 チ ュ ー ブ 内 に 押 し 込 み 操 作 す る こ と に よ り 、 上 記 可 撓 性 挿 入 部
の 先 側 半 部 が 上 記 案 内 チ ュ ー ブ の 曲 が り 癖 の カ ー ブ に 沿 っ て 上 記 案 内 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら
突 出 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 挿 入 部 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 が 、 挿 入 対 象 か ら 受 け る 反 力 に よ り 半 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 曲 率 半
径 で ２ ７ ０ ° 以 上 曲 が る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 挿 入
部 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 が 、 上 記 案 内 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ れ た 状 態 で は ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ の
範 囲 の 曲 率 半 径 で ４ ５ ～ １ ８ ０ ° の 範 囲 の 角 度 だ け 湾 曲 し た 形 状 に な る 請 求 項 ２ 記 載 の 内
視 鏡 の 挿 入 部 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 案 内 チ ュ ー ブ は 、 上 記 可 撓 性 挿 入 部 が 挿 通 さ れ る こ と に よ り 曲 が り 癖 の 角 度 が 減 少 す
る 程 度 の 可 撓 性 を 有 し て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 挿 入 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 耳 の 一 部 で あ る 蝸 牛 は 、 耳 小 骨 の 振 動 を 電 気 信 号 に 変 換 す る た め の 重 要 な 器 官 で あ り 、
蝸 牛 の 異 常 が 重 度 の 難 聴 の 原 因 に な っ て い る 場 合 が 少 な く な い 。 そ の よ う な 場 合 、 耳 の 後
側 の 側 頭 骨 に 穴 を あ け て 、 手 術 用 顕 微 鏡 で 観 察 を し な が ら 蝸 牛 内 に 人 工 内 耳 の 電 極 を 埋 め
込 む 手 術 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 電 極 が 埋 め 込 ま れ る 部 分 は 、 直 径 が １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 、 全 長 が ３ ０ ｍ ｍ 程 度 の 細 い
管 腔 が 底 部 で ８ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 直 径 で 渦 を 巻 い た 巻 き 貝 状 の 形 状 の 蝸 牛 ら せ ん 管 と 呼 ば
れ る 部 分 な の で 、 そ の 内 部 を 手 術 用 顕 微 鏡 で 観 察 す る こ と は 全 く 不 可 能 で あ り 、 蝸 牛 ら せ
ん 管 内 に 変 形 等 が あ る と 電 極 を 適 切 に 深 部 ま で 挿 入 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 蝸 牛 ら せ ん 管 内 を 極 細 径 の 内 視 鏡 で 観 察 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 従 来 の 極 細 径
内 視 鏡 は 、 硬 い 石 英 ガ ラ ス を 素 材 と す る イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ の 周 囲 を 、 四 フ ッ 化 エ チ
レ ン 樹 脂 案 内 チ ュ ー ブ 又 は ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 案 内 チ ュ ー ブ 等 で 被 覆 し た 構 成 に な っ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ － ２ ２ １ ５ ２ ５ 号
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
耳 器 官 や 内 視 鏡 側 の 機 器 の 双 方 を 傷 め る こ と な く 蝸 牛 ら せ ん 管 内 に 内 視 鏡 を 挿 入 す る た め
に は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 が 蝸 牛 ら せ ん 管 の カ ー ブ に 沿 う よ う に 無 理 な く 曲 が り な が ら
蝸 牛 ら せ ん 管 内 に 押 し 込 ま れ る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 上 述 の よ う な 従 来 の 極 細 径 内 視 鏡 は 、 可 撓 性 挿 入 部 を 押 し 込 み 操 作 し て 小 さ な 曲
率 半 径 で カ ー ブ し て い る 管 腔 内 に 挿 入 し よ う と す る と 、 そ れ よ り 手 元 側 位 置 で 可 撓 性 挿 入
部 が 撓 ん で し ま う の で 、 蝸 牛 ら せ ん 管 内 等 へ の 挿 入 は 全 く 不 可 能 で あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 蝸 牛 ら せ ん 管 内 等 に ス ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が で き て 、 蝸 牛 ら せ ん 管 の
深 部 等 を 観 察 す る こ と が で き る 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 、 可 撓 性 挿 入 部 を 通 し た 時 に 可 撓
性 挿 入 部 の 先 側 半 部 を 突 き 出 さ せ る こ と が で き る 長 さ の 案 内 チ ュ ー ブ に 湾 曲 形 状 の 曲 が り
癖 を 付 与 し 、 可 撓 性 挿 入 部 を 案 内 チ ュ ー ブ の 手 元 側 端 部 側 か ら 案 内 チ ュ ー ブ 内 に 押 し 込 み
操 作 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 が 案 内 チ ュ ー ブ の 曲 が り 癖 の カ ー ブ に 沿 っ
て 案 内 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 突 出 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 が 、 挿 入 対 象 か ら 受 け る 反 力 に よ り 半 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 曲 率
半 径 で ２ ７ ０ ° 以 上 曲 が る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る と 蝸 牛 ら せ ん 管 へ の 挿 入 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 が 、 案 内 チ ュ ー ブ に 挿 通 さ れ た 状 態 で は ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 範
囲 の 曲 率 半 径 で ４ ５ ～ １ ８ ０ ° の 範 囲 の 角 度 だ け 湾 曲 し た 形 状 に な る よ う に す る と 蝸 牛 ら
せ ん 管 へ の 挿 入 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 案 内 チ ュ ー ブ は 、 可 撓 性 挿 入 部 が 挿 通 さ れ る こ と に よ り 曲 が り 癖 の 角 度 が 減 少 す る
程 度 の 可 撓 性 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ は 蝸 牛 ら せ ん 管 内 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 可 撓 性 挿 入 部 １
は 、 直 径 が ０ ． ８ ～ １ ｍ ｍ 程 度 で 長 さ が ５ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ 程 度 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
１ ８ は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ を 緩 く 挿 通 す る こ と が で き る 太 さ で 、 可 撓 性 挿 入 部 １ を 通 し た 時
に 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 側 半 部 を 突 き 出 さ せ る こ と が で き る 長 さ の 案 内 チ ュ ー ブ で あ り 、 そ
の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 「 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 側 半 部 」 と は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 寄 り の ち ょ う ど 半 分 の 範
囲 と い う 意 味 で は な く 、 お お よ そ 半 分 の 範 囲 と い う 程 度 の 意 味 で あ り 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の
全 長 の 三 分 の 一 な い し 三 分 の 二 の 範 囲 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
可 撓 性 挿 入 部 １ の 基 端 に は 、 術 者 が 保 持 す る た め の グ リ ッ プ 部 ２ ０ が 連 結 さ れ て い る 。 人
の 小 指 程 度 の 棒 状 に 形 成 さ れ た グ リ ッ プ 部 ２ ０ の グ リ ッ プ 本 体 ２ １ に は 、 所 定 方 向 の 一 か
所 だ け に 指 標 ２ ２ が 切 り 欠 か れ て 形 成 さ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 術 者 が 可 撓 性 挿 入 部 １ の
上 下 方 向 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
グ リ ッ プ 部 ２ ０ か ら 後 方 に 延 出 す る 柔 軟 な 連 結 コ ー ド ３ ０ 内 に は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ 内 と グ
リ ッ プ 部 ２ ０ 内 を 通 過 し た イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ と ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ
ン ド ル ３ と が 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い る 。 ２ ３ と ２ ４ は 、 グ リ ッ プ 部 ２ ０ と の 連
結 部 近 傍 に お い て 可 撓 性 挿 入 部 １ と 連 結 コ ー ド ３ ０ が 小 さ な 曲 率 半 径 で 曲 げ ら れ て 損 傷 す
る の を 防 止 す る た め の 折 れ 止 め ゴ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ～ ２ ｍ 程 度 の 長 さ に 形 成 さ れ た 連 結 コ ー ド ３ ０ の 端 部 に は 、 光 源 装 置 （ 図 示 せ ず ） に 接
続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ３ １ が 取 り 付 け ら れ て い て 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ３ １ 内
に 配 置 さ れ て い る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ の 入 射 端 に 光 源 装 置 か ら 照 明 光 を 入 射
さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 図 示 さ れ て い な い テ レ ビ ア ダ プ タ に 接 続 さ れ る イ メ ー ジ ガ イ ド コ ネ ク タ ３ ２ が 、 ラ
イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ３ １ の 基 部 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ３ １ と 一 体 に 取 り 付 け ら れ て お り
、 イ メ ー ジ ガ イ ド コ ネ ク タ ３ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ の
射 出 端 面 の 像 を 、 投 影 レ ン ズ ３ １ ａ で テ レ ビ ア ダ プ タ （ 図 示 せ ず ） に 投 影 す る こ と に よ り
、 内 視 鏡 観 察 像 を テ レ ビ モ ニ タ （ 図 示 せ ず ） に 映 し 出 す こ と が で き る 。 ３ ３ は 、 内 視 鏡 の
装 置 内 の 圧 力 を 調 整 す る た め の 調 圧 弁 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ と 図 ３ は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 端 側 の 部 分 と 先 端 面 と を 示 し て お り 、 可 撓 性 挿 入 部 １
の 外 装 を す る 外 皮 チ ュ ー ブ ４ は 、 例 え ば 肉 厚 が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の シ リ コ ン 樹 脂
チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 非 常 に 柔 軟 性 が 高 い 。 た だ し 、 そ れ と 同 程 度 の 肉 厚 の
ポ リ ア ミ ド 樹 脂 チ ュ ー ブ 等 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
外 皮 チ ュ ー ブ ４ の 内 側 に は 、 例 え ば ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 程 度 の 肉 厚 の 金 属 製 薄 帯 材 を
一 定 の 径 で 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 螺 旋 管 １ ５ が 配 置 さ れ て 、 外 皮 チ ュ ー ブ ４ の 潰 れ や
圧 縮 に 対 す る 補 強 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
外 皮 チ ュ ー ブ ４ の 先 端 部 分 に は 筒 状 の 金 属 材 又 は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 材 か ら な る 先 端 部 本 体
５ が 接 合 さ れ て い て 、 先 端 部 本 体 ５ の 先 端 外 周 部 に は 、 外 皮 チ ュ ー ブ ４ の 表 面 と の 間 を 滑
ら か に 接 続 す る よ う に 接 着 剤 ６ が 盛 ら れ て い る 。 先 端 部 本 体 ５ の 長 さ は ３ ｍ ｍ 以 下 程 度 に
極 力 短 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ の よ う な 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 端 面 に は 、 図 ３ に も 示 さ れ る よ う に 、 中 央 か ら や や 偏 位 し
た 位 置 に 観 察 窓 ７ が 配 置 さ れ 、 観 察 範 囲 を 照 明 す る た め の 照 明 窓 ８ が 、 観 察 窓 ７ を 三 日 月
状 に 囲 む 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
観 察 窓 ７ は 、 自 己 収 束 性 の セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ が 用 い ら れ た 対 物 レ ン ズ ９ の 先 端 面 で あ り
、 対 物 レ ン ズ ９ を 囲 む 筒 体 １ ０ が 先 端 部 本 体 ５ と 同 程 度 の 長 さ の ス リ ー ブ １ １ の 先 側 半 部
に 嵌 挿 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス リ ー ブ １ １ の 後 側 半 部 に は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ 内 に 引 き 通 さ れ て い る イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ
イ バ バ ン ド ル ２ の 入 射 端 に 被 嵌 固 着 さ れ た イ メ ー ジ ガ イ ド 口 金 ２ ａ が 嵌 挿 固 着 さ れ て い て
、 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ の 入 射 端 面 は 対 物 レ ン ズ ９ の 後 端 面 に 密 着 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ は 、 素 材 と し て ク ラ ウ ン 系 又 は フ リ ン ト 系 の 多 成 分 フ
ァ イ バ を 束 ね て 形 成 さ れ て お り 、 透 過 率 の 点 で 石 英 フ ァ イ バ よ り 劣 る が 、 柔 軟 な の で 小 さ
な 曲 率 半 径 で 容 易 に 曲 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
２ ｂ は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ 内 の 全 長 に わ た っ て イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ に 被 覆 さ
れ た 保 護 チ ュ ー ブ で あ り 、 例 え ば 肉 厚 が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 の シ リ コ ン チ ュ ー ブ が
用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
保 護 チ ュ ー ブ ２ ｂ の 先 端 は イ メ ー ジ ガ イ ド 口 金 ２ ａ の 後 端 外 周 部 に 接 合 さ れ て お り 、 保 護
チ ュ ー ブ ２ ｂ の 外 面 と 外 皮 チ ュ ー ブ ４ の 内 面 と の 間 の ス ペ ー ス に 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド フ
ァ イ バ バ ン ド ル ３ が 挿 通 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ も 、 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ２ と 同 様 の 多 成 分
フ ァ イ バ を 束 ね て 形 成 さ れ て い て 、 小 さ な 曲 率 半 径 で 曲 げ る こ と が で き る 。 た だ し 、 柔 軟
な プ ラ ス チ ッ ク フ ァ イ バ 等 を 用 い て も 差 し 支 え な い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
先 端 部 本 体 ５ の 先 端 面 に お い て は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ の 射 出 端 面 が 照 明 窓
８ に な っ て い る 。 そ し て 、 先 端 部 本 体 ５ 内 に お い て は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ３
が 、 先 端 部 本 体 ５ と ス リ ー ブ １ １ と の 間 の 三 日 月 形 の 空 間 に 充 填 さ れ て 固 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
可 撓 性 挿 入 部 １ は 、 内 部 に 上 述 の 部 材 以 外 の 部 材 （ 例 え ば チ ュ ー ブ 類 や ワ イ ヤ 類 等 ） が 一
切 配 置 さ れ て お ら ず 、 全 体 と し て 非 常 に 柔 軟 で あ り 、 挿 入 対 象 で あ る 蝸 牛 ら せ ん 管 か ら 受
け る 反 力 に よ っ て 、 あ ら ゆ る 方 向 に 半 径 ４ ｍ ｍ 以 下 の 曲 率 半 径 で ３ ６ ０ ° （ 一 回 転 ） 以 上
滑 ら か に 曲 が る こ と が で き る 。 な お 、 「 半 径 」 は カ ー ブ し た 可 撓 性 挿 入 部 の 内 周 部 の 半 径
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
た だ し 、 半 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 曲 率 半 径 で 少 な く と も ２ ７ ０ ° （ 四 分 の 三 回 転 ） 程 度 柔 軟 に 曲
が る こ と が で き れ ば 蝸 牛 ら せ ん 管 内 へ の 挿 入 が 相 当 程 度 可 能 で あ る 。 ま た 、 可 撓 性 挿 入 部
１ の 先 側 半 部 が そ の よ う に 柔 軟 で あ れ ば よ く 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 基 端 寄 り の 部 分 は あ る 程
度 の 腰 の 強 さ が あ る 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ４ は グ リ ッ プ 部 ２ ０ を 示 し て お り 、 外 皮 チ ュ ー ブ ４ の 基 端 部 分 に 接 合 さ れ て い る 連 結 口
金 １ ３ が グ リ ッ プ 本 体 ２ １ の 先 側 端 部 に ビ ス 止 め 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 外 皮 チ ュ ー ブ ４
の 基 端 付 近 に は 補 強 の た め の 補 強 チ ュ ー ブ １ ４ が 連 結 口 金 １ ３ へ の 接 合 部 ま で 被 覆 さ れ て
い て 、 そ の 部 分 も 含 め て 可 撓 性 挿 入 部 １ の 基 端 部 分 付 近 が 折 れ 止 め ゴ ム ２ ３ に よ っ て 囲 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
グ リ ッ プ 本 体 ２ １ の 後 側 端 部 に は 、 連 結 コ ー ド ３ ０ の 端 部 に 接 合 さ れ て い る 連 結 口 金 ３ ０
ａ が ビ ス 止 め 連 結 さ れ て い て 、 連 結 コ ー ド ３ ０ の グ リ ッ プ 本 体 ２ １ に 対 す る 連 結 部 近 傍 部
分 が 折 れ 止 め ゴ ム ２ ４ に よ っ て 囲 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
グ リ ッ プ 本 体 ２ １ 内 に は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ 内 と 連 結 コ ー ド ３ ０ 内 と を 真 っ 直 ぐ に 連 通 さ せ
る 孔 が 軸 線 位 置 に 貫 通 し て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内 部 を イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
２ と ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ と が 通 過 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ５ は 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ を 単 体 で 示 し て お り 、 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ に は 、 手 元 側 端 部 １ ８ ａ
の 近 傍 部 分 を 除 い て ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 の 曲 率 半 径 で ９ ０ ～ ２ ２ ５ ° 程 度 の 角 度 の 滑 ら か な
湾 曲 形 状 の 曲 が り 癖 が 形 成 さ れ 、 可 撓 性 挿 入 部 １ を 通 し た と き に 、 先 端 １ ８ ｂ か ら 可 撓 性
挿 入 部 １ の 先 側 半 部 を 突 出 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
案 内 チ ュ ー ブ １ ８ は 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ 等 の よ う に 摩 擦 係 数 の 小 さ な 可 撓 性
チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 金 属 製 の ワ イ ヤ を 軸 線 と 平 行 方 向 に 埋 設 す る 等 の 構 造
に よ り 曲 が り 癖 が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ は 剛 体 で は な く あ る 程
度 の 可 撓 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
蝸 牛 ら せ ん 管 内 に 可 撓 性 挿 入 部 １ を 挿 入 す る 際 に は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 性 挿 入
部 １ の 先 端 が 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ の 先 端 １ ８ ｂ 付 近 に 位 置 す る よ う に 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先
側 半 部 を 予 め 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ に 挿 通 し た 状 態 に し て お く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 側 半 部 は 前 述 の よ う に 非 常 に 柔 軟 な の で 、 湾 曲 し た 形 状 の 案 内 チ ュ ー
ブ １ ８ 内 に ス ム ー ズ に 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ に も あ る 程 度 の 可 撓 性 が あ
る の で 、 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ は 、 可 撓 性 挿 入 部 １ が 挿 入 さ れ る こ と に よ っ て 、 曲 が り 癖 の 角
度 が ３ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 の 曲 率 半 径 で ４ ５ ～ １ ８ ０ ° 程 度 の 角 度 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ の よ う に し て 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 端 を 蝸 牛 ら せ ん 管 の 入 口 に 誘 導 し た ら 、 図 ７ に 示 さ
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れ る よ う に 、 可 撓 性 挿 入 部 １ を 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ の 手 元 側 端 部 １ ８ ａ 側 か ら 案 内 チ ュ ー ブ
１ ８ 内 に 押 し 込 み 操 作 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 側 半 部 が 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ の
曲 が り 癖 の カ ー ブ に 沿 っ て 案 内 チ ュ ー ブ １ ８ の 先 端 １ ８ ｂ か ら 突 出 し 、 蝸 牛 ら せ ん 管 内 に
ス ム ー ズ に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 本 発 明 は 蝸 牛 ら せ ん 管 内 に
挿 入 す る こ と を 目 的 と し た 極 細 径 内 視 鏡 以 外 の 各 種 内 視 鏡 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 可 撓 性 挿 入 部 を 案 内 チ ュ ー ブ の 手 元 側 端 部 側 か ら 案 内 チ ュ ー ブ 内 に 押 し
込 み 操 作 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 側 半 部 が 案 内 チ ュ ー ブ の 曲 が り 癖 の カ ー ブ に
沿 っ て 案 内 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 突 出 す る の で 、 挿 入 部 を 蝸 牛 ら せ ん 管 内 に ス ム ー ズ に 挿 入
し て 蝸 牛 ら せ ん 管 の 深 部 を 観 察 し 、 蝸 牛 ら せ ん 管 内 に 変 形 等 が あ る よ う な 症 例 で も そ れ を
確 認 し な が ら 適 切 に 対 処 し て 人 工 内 耳 の 電 極 を 正 し く 埋 め 込 む こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 面 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の グ リ ッ プ 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 案 内 チ ュ ー ブ の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 案 内 チ ュ ー ブ に 可 撓 性 挿 入 部 が 挿 通 さ れ た 状 態 の 側 面 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 案 内 チ ュ ー ブ の 先 端 か ら 可 撓 性 挿 入 部 が 突 出 し た 状 態 の 側 面 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 可 撓 性 挿 入 部
２ 　 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
３ 　 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
５ 　 先 端 部 本 体
７ 　 観 察 窓
８ 　 照 明 窓
９ 　 対 物 レ ン ズ
１ ８ 　 案 内 チ ュ ー ブ
１ ８ ａ 　 手 元 側 端 部
１ ８ ｂ 　 先 端
２ ０ 　 グ リ ッ プ 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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